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二
０
一
九
年
十
二
月
に
中
国

武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

瞬
く
間

に
全
世
界
に
広
が
り
、

今
な
お

終
息
の
兆
候
が
見
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
も
、

今
年
三
月

半
ば
以
降
感
染
が
全
国
に
広
が

り
、

四
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
、

種
々
の
制
限
や

自
粛
の
要
請
を
受
け
、

日
常
生

活
は
一
変
。

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、

プ
ロ
野
球
等
ス
ポ
ー

ツ
界
、

加

え
て
、

経
済
活
動
に
も
大
き
な

ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
ま
し
た
。

　
昨
年
五
月
二
五
日
に
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
以
降
も

新
規
感
染
者
の
発
生
は
後
を
絶

た
ず
、

国
内
感
染
者
数
は
、

依

然
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
我
々
友
の
会
も
、

多
大
な
影

響
を
受
け
、

思
う
よ
う
な
活
動

が
で
き
ず
、

コ
ロ
ナ
に
振
り
廻

さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、

こ
の
紙
面
で
は
、

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、

活
動

の
経
過
報
告
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
と
し
ま
す
。

■
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
大
会
例
年
並
み
に
開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
が
広
ま
る
手
前

　
の
昨
年
三
月
七
日
、

　
塩
浜
ヘ
ル
ス
プ
ラ

　
ザ
に
お
い
て
、

四

　
十
名
を
超
え
る
会

　
員
の
参
加
を
得
て

　
開
催
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、

雲
な
く
、

　
風
も
な
い
絶
好
の

　
春
日
和
の
中
、

熱

　
気
溢
れ
る
大
会
と
な
り
、

健

　
康
増
進
に
役
立
っ

た
半
日
で

　
し
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、

　
運
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

■
第
四
二
回
定
期
総
会

　
異
例
の
「

書
面
決
議
」

‼

　
例
年
四
月
に
、

定
期
総
会
開

　
催
の
案
内
を
各
会
員
宛
に
お

　
届
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

昨

　
年
四
月
七
日
に
緊
急
事
態
宣

　
言
が
発
出
さ
れ
、

総
会
開
催

　
の
可
否
の
判
断
に
迫
ら
れ
ま

　
し
た
。

友
の
会
活
動
の
中
で

　
最
も
多
く
の
会
員
が
集
う
場

　
で
あ
り
、

何
と
か
実
施
で
き

　
な
い
も
の
か
と
、

鋭
意
検
討

　
を
加
え
ま
し
た
が
「

三
密
」

　
を
完
全
に
避
け
る
確
信
が
持

　
て
な
い
中
、

鈴
鹿
の
さ
つ
き

　
会
を
は
じ
め
、

東
京
・
吹
上

　
等
他
工
場
の
Ｏ
Ｂ
会
が
中
止

　
と
な
る
と
の
情
報
が
入
り
、

　
会
員
の
安
全
と
安
心
を
最
優

　
先
さ
せ
、

止
む
を
得
ず
、

開

　
催
中
止
と
す
る
こ
と
に
致
し

　
ま
し
た
。

　
そ
の
為
、

総
会
決
議
を
要
す

　
る
議
案
に
つ
い
て
は
、

異
例

　
の
対
応
と
し
て
葉
書
に
よ
る

　
賛
否
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま

　
し
た
。

多
く
の
会
員
の
方
々

　
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
戴

　
し
ま
し
た
。

　
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
大
相
撲
名
古
屋
場
所
観
戦

　
も
「

中
止
」

の
決
断
に
‼

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
が
全
国
レ
ベ
ル
に
広
が
っ

　
た
昨
年
三
～

四
月
の
頃
、

プ

　
ロ
野
球
・
Ｊ
リ
ー

グ
等
の
国

　
内
ス
ポ
ー

ツ
も
大
き
な
影
響

　
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

　
大
相
撲
も
そ
の
例
外
で
は
な

　
く
、

果
た
し
て
名
古
屋
場
所

　
は
予
定
通
り
開
催
で
き
る
の

　
か
、

極
め
て
不
透
明
な
状
況

　
に
あ
り
ま
し
た
。

　
既
に
、

会
員
向
け
に
観
戦
の

　
募
集
を
開
始
し
、

申
込
を
済

　
ま
さ
れ
て
い
た
会
員
の
方
々

　
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た

　
が
、

観
戦
中
止
の
決
断
を
四

　
月
に
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し

　
た
。

結
局
、

五
月
場
所
は
中

　
止
。

名
古
屋
場
所
も
無
観
客

　
で
、

然
も
国
技
館
で
の
開
催

　
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　■
感
染
予
防
対
策
を
講
じ

　
趣
味
の
会
連
絡
会
を
開
催

　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、

友

　
の
会
活
動
の
再
始
動
に
向
け

　
昨
年
六
月
十
六
日
に
幹
事
会

　
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、

例
年
七
月
開

　
催
し
て
お
り
ま
す
趣

　
味
の
会
連
絡
会
議
も
、

　
マ
ス
ク
着
用
、

手
洗

　
い
、

手
指
の
消
毒
の

　
励
行
に
努
め
る
等
の

　
感
染
予
防
対
策
を
講

　
ず
る
中
、

昨
年
七
月
六
日
に

　
ジ
ョ

イ
フ
ル
二
階
会
議
室
に

　

　
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は

　
各
趣
味
の
会
の
活
動

　
の
現
況
と
今
後
の
計

　
画
を
主
に
議
論
が
交

　
さ
れ
ま
し
た
。

各
趣

　
味
の
会
の
活
動
内
容
、

　
活
動
の
特
色
等
が
異

　
な
る
為
、

コ
ロ
ナ
禍

　
の
中
、

そ
の
活
動
に
凹
凸
が

　
見
受
け
ら
れ
、

大
変
苦
心
・

　
苦
慮
さ
れ
て
い
る
趣
味
の
会

　
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
（

各
趣
味
の
会
の
昨
年
一
年

　
間
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は

　
第
三
面
を
参
照
下
さ
い
。
）

■
健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会

　
二
年
連
続
の
天
候
不
順
の

　
為
「

中
止
」

と
な
る
‼

　
昨
年
十
月
十
日
に
計
画
し
て

　
お
り
ま
し
た
健
康
ウ
オ
ー

キ

　
ン
グ
大
会
は
、

予
備
日
と
し

　
て
い
た
十
月
十
七
日
も
降
雨

　
に
見
舞
わ
れ
、

中
止
と
な
っ

　
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
も
天
候
不
順
に
よ
る

　
中
止
で
し
た
の
で
、

こ
れ
で

　
二
年
連
続
。

三
十
名
近
い
方

　
々
の
参
加
予
定
で
し
た
が
、

　
誠
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

　
し
た
。

　
以
上
の
活
動
の
他
、

例
年
七

月
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
友
の

会
だ
よ
り
を
休
刊
と
し
、

更
に

三
重
工
場
納
涼
祭
り
及
び
地
域

美
化
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
の
為
中

止
と
な
る
等
、

そ
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
一
年
で
し
た
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、

こ
の
コ

ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、

安
心
し

て
過
ご
せ
る
日
々
が
一
日
も
早

く
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　
平
穏
な
日
常
の
中
で
の
活
動

を
前
提
に
、

当
面
次
の
活
動
を

計
画
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
親
睦
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
（

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
共
催
行
事
）

【

期
　
日
】

　
　
令
和
三
年
三
月
六
日

【

会
　
場
】

　
　
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
塩
浜

【

集
　
合
】

　
　
午
前
八
時
四
五
分

【

参
加
費
】

　
　
無
　
料

◆
第
四
三
回
定
期
総
会

【

期
　
日
】

　
　
令
和
三
年
五
月
二
九
日

　
し
て
い
く
に
つ
れ
、

そ
の
割
合

　
は
年
々
高
ま
り
、

財
政
的
負
担

　
も
重
く
な
る
為
、

運
営
の
あ
り

　
方
に
関
し
て
も
大
胆
に
メ
ス
を

　
入
れ
、

効
率
化
を
図
る
。

■
具
体
的
主
要
施
策

　
施
策
立
案
の
考
え
方
に
沿
っ

て

　
全
体
像
を
右
の
（

別
表
１
）

の

　
通
り
整
理
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、

施
策
の
実
施
年
度
に
つ
い

　
て
は
、

本
年
二
０
二
一
年
度
を

　
基
本
に
、

一
部
設
立
四
五
周
年

　
を
迎
え
る
二
０
二
三
年
度
か
ら

　
と
し
、

そ
の
年
度
末
ま
で
に
完

　
了
さ
せ
る
計
画
で
い
ま
す
。

◆
充
実
を
図
る
活
動

　
定
期
総
会
・
懇
親
会
、

友
の
会

　
だ
よ
り
。

特
に
、
総
会
に
関
し

　
て
は
、

四
五
周
年
の
二
０
二
三

　
年
を
契
機
に
、

当
会
の
最
大
イ

　
ベ
ン
ト
に
相
応
し
い
内
容
へ
と

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、

懇
親
会
を

　
中
心
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
◆
現
行
レ
ベ
ル
継
続
の
活
動

　
　
趣
味
の
会
、

長
寿
祝
い

　
◆
見
直
し
の
上
継
続
す
る
活
動

　
　
健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会

　
　
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
大
相
撲
観
戦
、

工
場
納
涼
祭

　
　
り
、

地
域
美
化
活
動

　
◆
「

廃
止
」

と
す
る
活
動

　
　
当
会
の
目
的
に
照
ら
し
た
優

　
　
先
度
合
い
及
び
財
源
確
保
の

　
　
観
点
か
ら
、

二
０
二
０
年
度

　
　
に
見
直
し
を
行
っ

た
活
動
も

　
　
含
め
、

次
の
通
り
と
す
る
。

　
　
・
弔
慰
見
舞
金
制
度
廃
止

　
　
・
上
部
団
体
か
ら
の
退
会

　
　
・
研
修
会
実
施
の
取
止
め

　
◆
運
営
体
制
の
変
更

　
　
役
員
・
幹
事
・
地
区
幹
事
に

　
　
よ
る
多
層
・
多
人
数
の
現
行

　
　
運
営
体
制
を
廃
止
し
、

役
員

　
　
十
名
（

会
計
監
査
を
除
く
）

　
　
に
よ
る
ス
リ
ム
で
フ
ラ
ッ

ト

　
　
な
組
織
体
制
に
変
更
を
行
い

　
　
運
営
費
用
の
効
率
化
を
推
進

　
　
す
る
。

◆
新
設
す
る
活
動
（

案
）

①
工
場
見
学
会
の
開
催

　
会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
可

　
能
で
、

総
会
以
外
に
会
員
が
集

　
え
る
場
の
提
供
と
し
て
、

年
一

　
回
実
施
で
き
る
よ
う
関
係
先
と

　
相
談
・
調
整
を
行
う
。

②
入
会
十
年
／
二
十
年
の

　
　
節
目
年
度
に
記
念
品
贈
呈

　
永
く
当
会
会
員
と
し
て
継
続
し

　
て
頂
く
為
、

節
目
と
な
る
年
度

　
に
記
念
品
（

金
券
な
ど
）

を
贈

　
り
、

当
会
の
目
的
で
あ
る
「

豊

　
か
な
熟
年
生
活
」

向
上
へ
の
一

　
助
と
し
て
役
立
て
て
頂
く
。

③
会
員
有
志
活
動
へ
の
支
援
策

　
例
え
ば
、

会
員
有
志
の
グ
ル
ー

　
プ
が
、

趣
味
の
会
の
十
二
の
活

　
動
以
外
の
活
動
を
定
期
的
に
行

　
い
、

自
ら
積
極
的
に
「

相
互
の

　
親
睦
・
交
流
」

を
図
り
「

豊
か

　
な
熟
年
生
活
」

の
実
現
に
努
め

　
　
　
　
　
て
い
る
場
合
等
、

そ

　
　
　
　
　
の
活
動
の
一
助
と
な

　
　
　
　
　
る
よ
う
、

趣
味
の
会

　
　
　
　
　
へ
の
行
事
補
助
金
支

　
　
　
　
　
給
基
準
を
準
用
し
、

　
　
　
　
　
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
ま
た
、

多
種
多
様
な

　
　
　
　
　
活
動
に
対
し
、

広
く

　
　
　
　
　
支
援
で
き
る
よ
う
運

　
　
　
　
　
用
細
則
を
定
め
る
。

　　
　
　
　
　
※
以
上
の
結
果
、

健

　
　
　
　
　
　
全
化
施
策
実
施
後

　
　
　
　
　
　
の
支
出
総
額
に
占

　
　
　
　
　
　
め
る
各
活
動
へ
の

　
　
　
　
　
　
配
分
割
合
は
、

現

　
　
　
　
　
　
時
点
、

上
表
（

別

　
　
　
　
　
　
表
２
）

の
通
り
と

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。

　
々
し
き
事
態

　
に
陥
る
こ
と

　
は
明
ら
か
で
、

　
財
政
健
全
化

　
に
向
け
た
取

　
組
み
が
待
っ

　
た
な
し
の
状

　
況
に
あ
り
ま

　
す
。

ま
た
、

　
会
員
の
平
均

　
年
齢
は
現
在

　
七
七
歳
。

年

　
代
別
で
は
、

　
八
十
歳
以
上

　
が
会
員
全
体

　
の
三
五
％
、

　
七
十
歳
代
が

　
五
三
％
、

六

　
十
歳
代
が
十

　
二
％
で
す
。

　
更
に
、

七
五

　
歳
以
上
で
区

　
切
る
と
、

全

　
体
の
六
四
％

　
を
占
め
、

全
体
の
２
／
３
を
八

　
十
歳
以
上
の
会
員
が
占
め
る
時

　
代
が
来
る
の
も
、

遠
い
話
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
高
齢
化

　
に
備
え
た
対
応
も
視
野
に
入
れ

　
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
施
策
立
案
の
考
え
方

　
財
政
健
全
化
の
基
本
方
針
は
、

　
第
一
面
の
会
長
挨
拶
に
記
載
の

　
通
り
で
す
が
、

こ
の
基
本
方
針

　
に
沿
い
、

財
政
の
健
全
化
を
実

　
現
し
て
い
く
為
の
施
策
立
案
に

　
関
し
て
は
、

次
の
考
え
方
に
立

　
脚
し
て
い
ま
す
。

①
収
入
規
模
の
縮
小
化
傾
向
を
踏

　
ま
え
、

限
り
あ
る
財
源
を
各
活

　
動
に
、

効
果
的
、

且
つ
メ
リ
ハ

　
リ
の
効
い
た
活
用
と
配
分
を
行

　
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の

　
為
、

す
べ
て
の
活
動
の
棚
卸
を

　
改
め
て
実
施
し
、

当
会
の
目
的

　
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
、

現

　
状
に
お
け
る
優
先
順
位
付
け
を

　
行
い
、

優
先
度
合
い
の
低
い
活

　
動
は
廃
止
等
の
決
断
を
行
う
。

②
一
方
、

継
続
と
す
る
活
動
に
関

　
し
て
も
、

優
先
度
合
い
に
応
じ

　
寧
ろ
、

充
実
を
図
る
活
動
、

現

　
行
レ
ベ
ル
継
続
の
活
動
、

予
算

　
減
額
／
開
催
頻
度
減
の
措
置
等

　
の
見
直
し
を
行
っ

た
上
で
継
続

　
す
る
活
動
に
仕
分
け
し
、

更
に

　
会
員
の
高
齢
化
の
進
展
等
、

将

　
来
を
見
据
え
、

新
規
活
動
の
導

　
入
を
図
り
つ
つ
、

活
動
項
目
の

　
品
揃
え
と
多
様
性
を
備
え
た
内

　
容
へ
と
再
構
築
を
図
る
（

そ
の

　
際
「

退
会
抑
止
」

の
側
面
か
ら

　
の
考
察
を
加
え
る
）

③
当
会
運
営
に
関
わ
る
支
出
額
は

　
支
出
総
額
の
三
十
％
近
く
（

二

　
０
一
九
年
度
実
績
ベ
ー

ス
）

を

　
占
め
、

収
入
規
模
が
年
々
縮
小

【

会
　
場
】

　
　
四
日
市
文
化
会
館
（

仮
）

【

受
　
付
】

　
　
午
前
九
時
よ
り

【

開
始
時
刻
】

　
　
午
前
九
時
半

【

内
　
容
】

　
　
第
一
部
　
総
会

　
　
第
二
部
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン

　
　
第
三
部
　
昼
食
交
流
会

◆
第
四
回
大
相
撲

　
名
古
屋
場
所
観
戦
（

十
一
日
目
）

【

期
　
日
】

　
　
令
和
三
年
七
月
十
四
日

【

定
　
員
】

　
　
枡
席
　
七
枡
二
八
名

　
　
但
し
「

先
着
順
」

と
し
ま
す

　
※
尚
、

観
戦
後
の
高
田
川
部
屋

　
　
と
の
交
流
会
は
「

な
し
」

と

　
　
し
ま
す
。

　
当
会
の
課
題
『

会
員
の
高
齢
化

と
会
員
数
の
減
少
に
よ
る
財
政
の

悪
化
』

に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で

機
会
を
捉
え
て
会
員
各
位
に
お
知

ら
せ
し
、

理
解
・
認
識
を
深
め
て

頂
け
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、

二
０
一
九
年
度
決
算
結

果
（

単
年
度
収
支
残
が
赤
）

及
び

二
０
二
五
年
度
を
最
終
と
し
た
財

政
見
通
し
を
踏
ま
え
、

実
行
を
急

ぐ
必
要
性
か
ら
①
弔
慰
見
舞
金
制

度
の
見
直
し
、

②
長
寿
（

米
寿
）

祝
い
の
お
祝
品
の
水
準
・
内
容
の

見
直
し
等
、

定
期
総
会
決
議
の
手

続
き
を
経
て
、

二
０
二
０
年
度
よ

り
施
策
の
一
部
前
倒
し
を
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、

役
員

会
議
を
繰
り
返
し
開
催
し
、

今
一

度
原
点
に
立
ち
返
っ

た
検
討
を
重

ね
る
中
、

財
政
健
全
化
計
画
案
全

体
の
取
り
纏
め
と
整
理
を
実
施
し

幹
事
会
で
の
提
案
・
審
議
を
経
て

そ
の
原
案
の
大
綱
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
の
で
、

今
号
に
て
そ
の
概

要
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
計
画
立
案
の
背
景
と
必
要
性

　
依
然
、

会
員
数
の
減
少
化
傾
向

　
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く

　
寧
ろ
、

我
々
が
想
定
し
て
い
た

　
以
上
の
減
少
ス
ピ
ー

ド
に
あ
り

　
ま
す
。

今
後
、

会
員
増
強
策
を

　
強
力
に
推
進
し
て
も
、

会
員
数

　
減
を
充
分
に
補
え
る
状
況
に
は

　
な
く
、

年
々
会
員
数
は
減
少
し

　
て
い
く
と
捉
え
ざ
る
を
得
ま
せ

　
ん
。

そ
の
結
果
、

収
入
規
模
は

　
年
々
縮
小
し
、

財
政
的
に
も
由

二
０
二
一
年

当
面
の
活
動
計
画

財
政
健
全
化
計
画
案
の

大
綱
が
ま
と
ま
る
‼

※
本
年
定
期
期
総
会
に
て

提
案
・
審
議
の
予
定

【
二
０
二
０
年
を
振
り
返
る
】

目
に
見
え
ぬ
感
染
症
と
の
闘
い

コ
ロ
ナ
に
振
り
廻
さ
れ
た
一
年
に
‼


